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サラリーマンのアイデンティティ
法政大学大学院経営学研究科キャリアデザイン学専攻教授 桐村 晋次
１．本当の自分を生きるとは
１０年ほど前のことであるが、ある同年輩の人の集まりで６０歳過ぎの女性が、
自己紹介を兼ねた近況報告で、「私は、今、私のアイデンティティは何なのだ
ろうかと考えています」と発言した。その女性は大学を卒業後、研究者を目指
して大学に残って勉強を続けていたが、結婚、出産によって研究者になること
を断念し、専業主婦としての生涯を送ることになった。２人のお子さんは大学
を出て、１人は学者になり、もう一人は音楽を学び幸せな家庭を築いておられ
るということであった。
本人が卒業されたのは１９６０年代の半ば、彼女が入学した年の女性の大学進学
率はわずか２．４％で、短大と合わせても５％であった。男性の進学率は１４．５％
で、男女合計の大学進学率は８．６％。大卒者は同年に１０人に１人もいない時代
である。現在では、大学と短大をあわせると男女とも５割の進学率になってい
る。
当時大学に進んだ女性たちは、勉強が好きで、経済的にも恵まれた環境に
あったが、２０代前半が結婚適齢期とされていたこともあって、大卒女子学生を
採用する企業はほとんどなかった。公務員や教師のほかは、薬剤師、弁護士な
どの資格を持つか、大学に残って研究職を選ぶ以外には結婚→専業主婦の道し
かなかったのである。
長女が大学に勤務しているので、昼間お孫さんを預かっているようで、「孫
を追っかけていて、バタバタしているのよ」と言いながら嬉しそうであった。
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夫の両親と同居し、２人の子供を育て上げた彼女に、「優秀なお子さんを育て
て、立派なお母さんですね」と言うと、「いえ、私は反面教師なのです」とい
う意外な言葉が返ってきた。自分のアイデンティティを考えているという彼女
は、心の中に、“本当の自分を生きてこなかったのではないだろうか”という
大きな迷いを抱いているように感じた。
還暦を過ぎ古希が近くなると、お互いに人恋しくなるのか学校時代の友人た
ちとの集まりが多くなる。この正月にも、郷里（山口県下関市）から出て来て
東京周辺に定着している幼馴染の会があった。当時は、都市部から１時間近く
電車に乗る農村地帯で、小学校と中学校がひとつしかなく、幼稚園に通える子
供は少数だったが通園の１年を加えると１０年間いっしょにいることになる。私
は、都市部で生まれ昭和２０年７月の米軍空襲で家を焼失して小学校２年生で転
入したが、それでも７年以上共に遊び、学んで成長した。こういうメンバーの
集まりでは、自分たちが生きてきた時代や自分の人生を振り返って昔話に花が
咲く。
それにしても、敗戦後のわが国の状況はすさまじかった。一家心中、栄養失
調、赤ん坊のミルク代ほしさのコソ泥、食べ物をめぐる親族間のいさかいなど
人間の業の深さを感じるものだった。私の近所にも、子供を養うため占領軍相
手に身体を売る戦争未亡人や大勢の家族の生活を支えるためにその道に入る若
い娘さんもいた。その人たちは、その後どうされているのであろうか。生きる
よりどころは「家族を養うため、生きのびるため」であった。
戦争で家が焼失したり、働き手である父親が亡くなったりで、国外だけでな
く東京や大阪から転入してくる児童が続き、小学校は１クラス６０人超で１学年
７組にもふくらんだ。いろいろな地方の言葉が飛び交い、大陸からの引揚げ者
の中には姉妹で同じクラスに入ってきた人もいた。
中学校卒業が昭和２８年、独立回復の翌年で、テレビ放送が始まり、のちに電
化元年と呼ばれた。朝鮮戦争の特需景気もあって、生活は少しずつ安定し、中
学校を出た子供たちの半分は拡大を始めた都会の工場等に就職しサラリーマン
になっていった。私の世代は、何を求め何を考えて生きてきたのであろうか。
人が自分の人生の意義について深く考え、アイデンティティについて、最も
思いをめぐらすのは、死が間近に迫ってきたときではないだろうか。ホスピス
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医の柏木哲夫さんは、インタビューで次のように語っている。柏木さんは１９７３
（昭和４８）年に日本初のホスピスプログラムを始めた医師で、現在は金城学院
大学長だ。「人生という字をじっと見ていると、“人として生まれる”“人とし
て生きる”という２つの意味を持つように思えてきます。（略）末期の患者さ
んは“いったい私の人生は何だったのか？”“死んだら私はどうなるのか？”
などと自らに問いかけます。これは人として生まれ、魂を持つ存在だからこそ
の魂の痛みです。
２つ目の“人として生きる”には、さらに２つの意味があります。動物には
できずに人間だけができる“生きる意味を考えながら生きていく”ことと、“死
を視野に入れて生きる”ことです。生と死を視野に生きることが、人生ではな
いかと思います」。
進学、就職、結婚、昇進、挫折、愛するものとの別れ、病気、迫り来る死期
……人々は人生の大きな出来事に直面したとき、自らの生き方や来し方、行く
末、自分は何なのか、何がしたいのか、どうすべきなのかというアイデンティ
ティを問うことになるのであろう。
新聞に、「主婦の憂うつ」という４６才の主婦の投稿が載った。
「（略） 私は小学生と中学生の子を持つ主婦である。就職したのは一度き
りで、それも長くは続かなかった。なりたかった仕事に就くこともなかった。
主婦でも働きに出るのが当たり前の昨今、アルバイトに応募してみたが、年
齢と経験不足で不採用の連続だ。（略） 私の場合（略）、「働かないの」とい
う質問がこたえる。その一言で、罪悪感に包まれてしまう。今まで自分の人生
にきちんと向き合ってこなかったのではないか。自立できないままなのではな
いかと不安でいっぱいになる。
やりたいことや、やらなければいけないことがたくさんあって、今も時間が
足りない。それでも働きに出ていない自分を後ろめたく思っている。（略）」
「自分の人生にきちんと向き合ってこなかったのではないか」という疑問
は、程度の差こそあれ、仕事についているサラリーマンも同じであろう。
政治や経済が大きく揺れ動いている影響もあってか、「アイデンティティ」
という言葉が日常的に使われるようになってきた。
報道によると、東京都教育委員会は、すべての都立高校（全日制１７５校、定
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時制５９校）で日本史を必須科目にする方針を決めた。「日本人としてのアイデ
ンティティをはぐくむために重要な科目」と位置づけた。
昨年３月に大学を卒業した台湾人の両親を持つ女性は、母が日本人と再婚し
た関係で１２才で日本に来た。高校から大学に進む節目で、自分のアイデンティ
ティに悩み、卒業論文のテーマに「台湾人のアイデンティティ」を選んだ。今
春、卒業する中国からの留学生は東北部（旧満州）出身の朝鮮族で、卒論は「朝
鮮族のアイデンティティに関する研究―在日中国朝鮮族について」。民族的ア
イデンティティは、民族の誇りと団結の基にもなり国際紛争の火種ともなる。
中国の経済成長が著しく、１－２年のうちに GDPで日本を抜いて世界第２
の経済大国になる、と予測されている。「日本を越える。それが中国のアイデ
ンティティだ」とテレビで日本の経済人が発言していた。
初対面の人が自己紹介し合う時には、「私は○○会社で△△を担当していま
す。」と説明することが多い。仕事の場でなくても、どんな仕事についている
か、どこに勤めているかを話すことでお互いになんとなく分かりあったりす
る。職業から人となりを推し量ったりする。職業アイデンティティと言われる
ことがあるように、職業がその人の存在を説明しているように考えられてい
る。退職後、「○○会社元社員」という名刺を持っている人もいる。
２．アイデンティティとライフステージ
アイデンティティの概念を提起したのは、アメリカの精神分析学者 E．H．
エリクソンである。
人間には、乳幼児期、学童期、青年期、成人期、老年期といった出生から死
に至るまでのいくつかの発達段階（ライフステージ）があり、各発達段階には
社会環境に適応するために達成しなければならない発達課題がある。エリクソ
ンは、青年期の発達課題は自我同一性（エゴ・アイデンティティ）の獲得と確
立である、としている。自我同一性とは、自分自身が独自の存在であるという
自己意識と、社会での役割、他者との連帯感、社会的習慣に基づく行動様式や
価値観の共有といった、社会とのかかわりの意識が統合されたものである。ア
イデンティティは「同一性」「自分らしさ」「自己統合性」「存在証明」「主体性」
と訳されている。
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「自分はこれまで、こうやってきた」「自分は常に自分である」という連続
性と、「自分は、自分自身であって他人にはならない」という不変性とに支え
られて、子どもの頃からの学習や遊びを通じて試行錯誤を重ねながら、「本当
の自分」を選択して定義していくのが青年期であろう。青年期になると、自己
意識が発達し、それ以前には自分を批判的、第三者的に見ることは少ないが、
思春期（１１～１５才頃）とそれに続く青年期に、自分を観察する「もう一人の自
分」が意識されるようになる。「見る自分」と「見られる自分」に自我が分化
することは、青年期の自立の第一歩であるとともに、深刻な悩みをもたらすこ
とになる。
青年期では、自分の身体、容姿、才能、成績、性格、学歴、家族などを理想
像と比較するので、劣等感や自己嫌悪に陥り自分を否定する気持ちになった
り、ちょっとしたことで優越感が強く出たり、常に不安定な心理状態になりが
ちである。
他人と異なる自分の個性を強く意識し、孤独を好んだり、孤独から逃れるた
めに集団に埋没する傾向も現れる。このことは、青年期に直面する発達課題と
して誰もが遭遇するものであり、自分の将来を考え自立への努力をし、自分の
パーソナリティをつくりあげていくために避けられないプロセスである。「自
分とは何か」という自己概念の明確化に取り組み、自我同一性を確立する作業
は、青年期の最も青年らしいチャレンジであり、親や学校から自立して仕事、
社会的役割、新しい居場所を探そうとする行動なのである。
もうひとつの青年期から成人期にかけての課題は、人生観や恋愛観、また、
進路の選択など、だれかほかの人に決めてもらうのではなく自分自身が決定を
求められる機会が多くなってくる、ということだ。
課題の所在や解決の方法もだれも教えてくれないし、教えることもできない
種類の問題への対応を迫られることになる。進路決定や配偶者選びという「答
え」が見つかりにくかったり、「答え」があるかどうかもわからない問題に答
えなければならない状況が出てくる。こうした問いに答えるには、自分の生き
方や働き方を持っていることが、選択や決定をする出発点になる。
職業選択は、自分とは何かという自己概念を職業の中に具現化することであ
る。自己概念を実現できる職業は何であろうかと追求する中で、自分とは何か
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＜アイデンティティの定義＞
①自己の一貫性：「自分はこれまで、こうやってきた。これからも、こうしていく
であろう」という幼児期から今日までの自分の来歴を受け入れ、自己意識が一貫
して明瞭で連続性が意識されていること。
②自分の独自性：「自分は、自分自身であって他人にならない」という不変性を認
識していること。他の人々との関係性の中での共通性と自分の独自性が明確に意
識されていること。周囲からも「自分を持っている存在」として信頼を得るよう
になる。
③他者との関係性の認識：自己の一貫性に対する確信や自己の独自性を主張するだ
けではなく、「自分は何のために存在するのか」「自分は他者のために役立つの
か、何ができるのか」という、他者との関係性における自分の存在意義について
意識を深めていること。
という問いへの思索がさらに深められていくものであろう。アイデンティティ
の確立は、進路の模索と決定、とりわけキャリア選択のような、「答え」の見
つかりにくい課題へ対応するには欠かせないものである。
アイデンティティについては、研究者によって様々な定義がされてきたが、
ここで筆者なりに、アイデンティティの定義を試みておく。
アイデンティティは、エリクソンが提言して以来、主として青年期の課題と
して研究されていた。アイデンティティは、人生観や労働観の確立、職業選択
やキャリア形成に深いかかわりを持ち、青年期以降の人生を方向づけ、自己実
現の達成へと連なるものである。
職業や仕事との結び付きについては前述したように、職業アイデンティティ
ともいえる様相を呈することも多く、仕事を失うことがアイデンティティの崩
壊の原因になることさえ考えられる。今日のように、グローバリゼーションや
技術革新による影響の下で、リストラ、失業、倒産、うつ病、不安定な雇用に
よる離転職等が続く時代には、長い人生の間に職業人としてのアイデンティ
ティを幾度も問い直すことになる。６０才で定年になった後、約２０年間のその後
の人生をどう生きるか、という新しいテーマも身近に迫っている。
成人期は心身ともに充実していき、仕事にも自信を増し、家庭的にも充実
し、自分の能力や可能性にも明るい展望を持ちやすいものであるが、一方で仕
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事や家族への責任も増し、多くのストレスを抱え始める時期でもある。成人期
に続く中年期は、これまでの心身の健康、職業生活、家庭、自分の保障などの
観点から、安定と充実による人生の最盛期と考えられることが多かったが、
１９７０年代半ばからの社会変動の中で、「中年期の危機（ミッドライフ・クライ
シス）」ということがいわれるようになってきた。中年期は不安定な要素の多
い人生の転換期として位置づけられるようになってきたのである。わが国にお
いても、中年期のうつ、自殺者の増加、職場のストレスや人間関係への不適
応、熟年離婚や老親介護によるストレスなど、中年期が抱える課題は多様化
し、深刻化している。
ユングは４０才を「人生の正午」と位置づけ、４０才を過ぎると自分自身と世界
に対するものの見方に大きな変化が起こり得ることを示唆している。
中年期の危機の特徴は、体力の衰えと老化、家族的には子どもの親離れと自
立、夫婦関係の見直し、職場においては自己の能力や栄達の限界の認識など
「自分の発達、発展の有限性の自覚」であろう。
「有限性の自覚」は、中年期の変化のネガティブな面から捉えると親や親し
い人の死や別れ、自分の誇りであり支えであった職位（ポスト）や名誉を失う
ことなどの「対象喪失」がある。
近年の研究によると、アイデンティティは青年期に確立されて以降不変のも
のではなく、個人を取り巻く環境の変化への適応やライフイベント、人生を変
革したいという意思によって作り直され、再構築されるものである、と考えら
れるようになってきた。自分の生き方や発達課題と向き合ってみて、今までの
アイデンティティではとうてい生きていけないことに気づくと、人生の後半期
へ向けて、より自分らしい納得のできる自分の生き方、働き方が求められるよ
うになる。このプロセスを広島大学の岡本祐子教授は、「中年期のアイデン
ティティ再体制化のプロセス」と呼んでいる。
岡本教授（１）は、中年期に遭遇する「有限性の自覚」やネガティブな体験を土
台として、自分の生き方や働き方を振り返り、より納得できる生き方を見出す
チャンスとするならば、中年期は次の飛躍、発展の再出発点にすることが可能
となるとして、「自己への内省・模索の程度」と「中年期のポジティブなアイ
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デンティティ体験」をどのように考え、体験しているかによって、中年期の職
業人のアイデンティティ様態が分かれるとしている。
「自己への内省・模索の程度」とは、「現在は、私の人生の中で転換・変わ
り目だと感じる」や「私はこれまで、自分の力を最大限発揮することや、自分
らしい生き方・働き方について、主体的な関心を持ち、それを実現できるよう
に心がけてきた」など、アイデンティティの再構築の取組み姿勢のレベルであ
る。
一方、「中年期のポジティブなアイデンティティ体験」とは、「自分は、生き
ている価値のある独自の存在だと思う」「私は、自分に得意な分野、自分の有
能さを発揮できる領域を持っている」や「私は、自分のよりどころや支えにな
るものをしっかり持っている」など、自分に対する信頼であるとしている。
３．サラリーマンの誕生
次に、サラリーマンとは何かについて考えてみよう。国語大辞典（小学館．
１９８１）によると、次のようになっている。
「サラリーマン（salaried man）：サラリーをもらっている人。勤め人。月
給とり。俸給生活者。
サラリー（英＝salary）：継続的に勤務している会社、団体などから定期的
に受けとる、きまった金額の賃金。月給、週休など。給料。俸給」
ローマ時代には、兵士に塩を給料代わりに払ったことから、ラテン語の塩
（salt）と人を意味する ariusが結び付いたという説もある。給料は salt
moneyと呼ばれていたようだ。
「頭脳的、サービス的な仕事に対して支払われる」のを給料、「肉体的、技
能的な労働に対して支払われるのが賃金というニュアンスで使われたこともあ
る。請負や出来高払いといった労働対価の支払い方と区別して、常勤的な仕事
への代価として、定期的に支払われる固定給で「丸抱え」と解されるものであ
る。戦前は「月給取り」と呼ぶことが多かった。今日のビジネスマンという表
現と比べると、かなり響きが違ってくる。
１９７０年頃までは、生産や工事などの現場作業には、時給や日給で給与が計算
されて毎月まとめて支払われる「日給月給制」が採られていたが、その後、そ
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れらの人も月給制に移行した。
経済や科学技術の発展によって、産業構造とそれに伴う就業構造が時代とと
もに変化してきている。働いている人の中の雇用者（サラリーマン）の比率は
どのように上昇してきたのであろうか。サラリーマン以外は、農業、商店、町
工場などの自営事業者などである。
＜雇用者比率の上昇＞を見てみよう。
１９４９年（昭和２４年）３４％
５５年（ ３０年）４１％
６０年（ ３５年）５１％
６５年（ ４０年）５９％
７０年（ ４５年）６５％
２００５年（平成１７年）８５．２％
団塊の世代が、現在、定年退職期に入っているが、彼らの親たちの世代はサ
ラリーマンは３割だった。団塊の世代は７割がサラリーマンになり、経済成長
によって豊かな社会になったことで、高校、大学の進学率が高まり、卒業後３
大都市圏（関東、関西、中部）に就職し、人口の偏在を招いた。
わが国でサラリーマンが社会に誕生したのは明治時代の初期のことである。
高橋亀吉氏の研究（２）によると、１８６９年（明治２年）にわが国で近代的企業の先
駆者として「三井国産方」ができたが、その使用人たちがサラリーマンに相当
する、としている。
この頃のサラリーマンは、主として後に「士族サラリーマン」といわれる
人々である。江戸時代の武士は明治維新によって家禄（江戸時代、幕府では旗
本、御家人に、大名では士（さむらい）の家に代々ついていた禄高、家科、俸
禄）を失ったが、知的な基礎力を蓄えていたことを利用して、官吏、吏員、教
員や巡査になるものが多かった。これらの人々が、「給料取り」と呼ばれて、
当時国民の大部分を占めていた農民や商人・職人と異なった新しい社会階層を
作り出すことになった。会社員や銀行員などの俸給生活者の発生は、もう少し
後のことである。士族出の月給取りであることから士族サラリーマンと呼ばれ
るわけである。日本におけるサラリーマンの誕生は、士族→官吏ということで
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ある。このことは、現在のサラリーマンのあり方に微妙な影を残している。
４．キャリア・ヒストリーから考える
サラリーマンのアイデンティティを追求するひとつの方法として、キャリ
ア・ヒストリー（職業や生活の個人史）によるアプローチを試みてみる。
対象者は、義務教育を修了して社会に出て自分なりの生活を貫いてきた２人
で、一人は男性で筆者と同じく古河電気工業㈱（以下、古河電工）の社員だっ
た人であり、もう一人は女性で筆者が通学した夜間大学院（筑波大学教育研究
科カウンセリング専攻）の同期生である。
①工場作業者から工場長補佐、そして７２才まで管理職として勤務……一郎さ
んの話。
父親は漁師のため、私は小さい頃から手伝いのために学校に行けないことも
多く、メバル漁の時期には伝馬船で夜通し仕事をして夜明けに帰ってくるた
め、中学校は３分の２くらいしか出席できませんでした。しかし、海は危険な
ことが多いので、自分の身は自分で守らなければならないことを覚えました。
そんな生活を送っていた私ですが、大磯は湘南の別荘地なので近所には財閥
の御曹司やプールのある広い家に住んでいる人もいました。私はこんな世界が
あるんだと、子ども心にいろいろなことを感じたものです。
中学校の先生が親に、「一郎君は勉強ができるから進学させてやってくれ」
と話してくれましたが、「漁師に学問はいらない」という父親の考えで、卒業
後は猟師の仕事を手伝うことになりました。
しかし、私は親の言うとおりにしていたら一生貧乏だ、と小学生の頃から漁
師の生活に見切りを付けて親といつかは決別しなければならない、と考えてい
ました。
小学校の５．６年の頃ですが、私は、ブリが採れると女流画家の小倉遊亀さ
んの家に届けに行っていました。小倉さんは私を「イチくん」と呼んで相手を
してくれました。ある時「人間というものは、本を読まなければいけません。
イチくんは本を読んでいますか？」と聞かれて、「マンガしか読みません」と
答えたら、夏目漱石の「坊ちゃん」を貸してくれました。またある時には「イ
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チくんは映画を観たことがありますか？」と聞かれて、「丹下左膳を観た」と
いったら、「すじ書きを初めから終わりまで言えますか？すじ書きをきちんと
言えるようになりなさい」とも言われました。
さらに、ある時には「イチくん、ユダヤ人はお金を儲けても土地や財産にお
金を使いません。いつ取られるかもしれないからです。そのお金は子どもの教
育に使います。身について技術や頭の中の知恵は盗まれないからです」という
話もしてくれました。
小学校の時に、裕福なエリート階級の生活を垣間見、小倉遊亀さんから本を
読むことの大切さを教えてもらったことは、その後の人生に影響を与えてくれ
たと思います。
私は、日本が独立を回復した１９５２（昭和２７）年に中学校を卒業しました。中
学校を出る頃には工場も生産を少しずつ広げていました。染め物工場や化学工
場から工場廃液が海に流れ込んだためだと思うのですが、それまで河口で採れ
た魚がだんだん沖のほうでないと採れなくなり、アマダイの背中にコブができ
て売りものにならないので自分たちで食べることにしていました。「何か変だ
な」と感じていました。
学校を出て６年が過ぎた頃、父親のいとこが「古河電工が工場を建てて生産
を始めるので人を募集するそうだ」という話を持ってきてくれ、１９５８（昭和
３３）年１１月に採用試験を受けました。１０倍の競争率でしたが、いとこが工場の
採用担当者と面識があったので採ってもらうことができました。その時私は、
２１歳になっていました。仕事は電線にエナメル塗装をしてコイル用電線にする
作業でした。テレビや電気洗濯機など家庭電化製品が出まわり始めて、それに
供給するために作られた工場でした。
工場の作業にも慣れ、仕事にも自信が出てきた頃に、同じ職場の女性に恋を
して結婚を申し込みました。それが今の妻です。私の親は、長男の嫁は健康
で、従順で、働き者がいいと思っていましたし、妻の父親は学歴も財産もない
私との結婚に反対でした。でも、私たちは親の反対を押し切って結婚しまし
た。私が２５歳、妻が成人式を向かえる前でした。
私は、結婚相手は炊事や洗濯ができなくても考え方が合い、ものの道理がわ
かる女性がよいと考えていました。妻は結婚前から思いついたらどんどん自分
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の意見を言うタイプで、人と衝突することも珍しくありません。結婚する時に
「将来、庭のある自分の家を必ず持つ。４５歳で遊んで暮らせるようにする」と
言ったら、「どうしてあなたの身分でそんなことできるの？」と聞くから、「稼
いだ金をそのまま使ってはダメだ。頑張って自分意外のものに稼がせるように
することを考える。そして安定した老後を迎えられるようにする」と答えまし
た。自分以外のものとは、貸家や駐車場などです。彼女は笑っていました。
そこで、まず私は、自分の家を持つために銀行に通いました。夜勤明けに銀
行に行って、いろいろ教えてもらい、お金を２５０万円、紹介者なしで借りるこ
とができました。勤務先が一流会社だったことが幸いしたと思います。その
後、１９６２（昭和３７）年に坪３，０００円で買った土地が、３０年後には坪９０万円にな
り、１９６３（昭和３８）年坪８，０００円で買った土地の近くに団地ができて５年後の
１９６８（昭和４３）年には坪５万になって、半分を売って残り半分で店舗付の賃貸
家屋を建てて貸しています。この貸店と駐車場の収入で老後はやっていけま
す。
株では儲けたり、損したりしましたが勉強になりました。経済関係や城山三
郎さんの本をよく読みました。後に、労働組合の中央執行委員や工場の委員長
になり、組合員に活動方針や社会情勢を説明することができるようになりまし
た。家を買ったり株の売買をしたりすることで、社会や経済に関心を持ち知識
が身についたように思います。
職場では、作業長→職場長と現場監督者をやり、新商品部門の製造課長、続
いて工場長補佐として近隣の市を含めた地域社会の世話役になり、工業団地の
産業廃棄物対策協議会の会長として県や市と交渉などをしました。古河電工で
は６０歳で定年になりましたが、関連会社の新規部門の生産責任者として声がか
かり、２つの会社で１２年間勤めさせてもらいました。
組合役員の時には調査団員としてアメリカを訪問する機会があり、帰ってか
ら、共産主義体制も見たいものだと考えて、同じ年に、当時のソ連にも自費で
行きました。
自動車メーカーは重要得意先なので、先方の繁忙期に当時の作業者３０人を引
率して生産の手伝いに行き、日本の自動車メーカーが誇る生産方式を体験しま
した。これは目からウロコが落ちるように感じることも多く、大変勉強になり
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ました。自分の職場で常識と思っていることが他所では別の常識がある。経験
に頼っていてはダメだと感じました。
一郎さんの人生を特徴づけるアイデンティティは何であろうか。
第１は、自分で考え抜いて立てた目標を着実に実行していくひたむきさでは
ないかと思う。一郎さんは仕事の目標と達成状況や部下の育成、安全衛生管理
について日々細かくノートにメモを取っていた。そして自分が把握している内
容を部下に伝え、自分と部下の間で情報や認識を共有しようと努力していた。
また、「自分は学校で勉強してこなかったから」という思いが、社会では毎日
が勉強の場であり、この勉強の場を生かしたいという学習意欲へつながったの
であろう。
第２は、一つの成功が自信を生み、次の成功に結び付いていった、というこ
とであろう。成功体験が彼を大きく育てている。仕事だけではない。結婚前に
夫人と約束した「庭のある家を持つ」こと。「将来は、自分以外のものに稼が
せて安定した老後を迎える」という２つの約束は見事果たされている。その時
点では夫人は信じていなかったかも知れないが、大風呂敷と思われるようなこ
とを実現していく彼を見て、夫人の彼に寄せる信頼は高まって言ったことだろ
う。
②准看護師から、校長、大学教授に……美恵子さん（６５才）の話。
私は、北海道育ち。中学を出て地元の市立病院付属の准看護婦養成所に入
り、夜は定時制高校に通いました。ある時手にした「看護」雑誌に、東京の慶
応病院の看護師教育のことが紹介されていました。姉が東京に出ており私も行
きたいと思っていたので、すぐに願書を出し、運よく採用されました。同時に
高校も都内の定時制の４年に編入しました。
准看護師として北海道で２年間病院勤務していたので、その後１年は慶応病
院で働き、正看護師コースへの入学を目指しました。そして狭き門でしたが慶
應義塾大学医学部付属厚生女子学院別科コース（准看護師から正看護師になる
ための進学コース）に入学しました。同じ道を歩むかけがいのない友との出会
いもありました。
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北海道では３ヵ月ごとに内科、外科、精神科、産婦人科等全科にまわしても
らえましたので、その経験が後に養護教諭になった時にとても役立ちました。
慶応病院では内科処置室で働きました。慶応病院の総婦長さんには患者さんや
医師の診療補助などよく指導してもらいました。一方で、緊急な対応に追われ
ている時に、自分の論文のデータをとるために「心電図をとらせろ」とか、患
者が弱っているので３ccの採決でよいのに「３０ccとってくれ」という医師も
いて、「もう診断出ていますから」と断ったこともあります。自分の信念はま
げないという親の姿勢を見て育ったからでしょう。看護師長はほめてくれまし
た。正看護師の資格をとり、民間の工場の診療所に勤務した後、厚木市の養護
教諭になりました。
赴任した学校は、分校が２つある大きな学校で、その３つの校舎をバスに
乗ってかけめぐる日々でした。常勤の医師が置かれていないので、救急処置な
ど私一人で判断しなければなりません。病院や看護の学校で基礎をしっかり教
えていただいたことが役に立ちましたが、いきなり重い責任を持たされて緊張
の日々でした。
診療所に勤務していた頃に、東京の定時制高校の同級生と結婚しました。私
のことを一番理解してくれている、と感じたからです。やがて、長女、続いて
長男が生まれました。産休でやっと自分の時間ができたような気がしました。
初めての育児でてんてこ舞いなのですが、中学校卒業以来、仕事と学校に明け
暮れた私にとっては、今が勉強のチャンスだと思えたのです。
働きながらの大学進学です。玉川大学の通信教育を２年間受けて、一般教諭
２級免許が取れて小学校で教える資格を取得し、学級担任も経験できました。
卒業論文のテーマは心理学の分野で何かないかと考えて「不登校」をテーマ
に選びました。
小学校の養護教諭として５つの学校に勤務しましたが、すべての学校が県１
位の「健康優良校」になり、また、「良い歯の学校」の県代表になったり、「全
日本健康優良学校」として文部省の表彰を受けたこともありました。３つ目の
学校で、校長先生から不登校の問題を担当するように言われましたが、どうし
てよいかわからないので、その児童の家に出かけて行きました。しかし顔を出
してくれないので、家の外から「○○ちゃんの家の近くを通りました」と大き
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な声でお母さんに話しかけました。その話を当の児童は耳をそばだてて聞いて
いるわけです。４つ目の学校は、本当に雰囲気の良い、やる気の出る学校だっ
たので、大学に行って勉強したくなりました。短大（通信）を出て１５年過ぎて
いましたが、今度は４年生の課程を卒行し、一種教員免許を取得しました。
子どもも手を離れたし、今なら勉強に打ち込める。そう考えて筑波大学の夜
間大学院を受けました。カウンセリング専攻は入試倍率が高く、子育てをしな
がら通信で学んだ大学の成績は悪かったのですが、受験の提出書類には、研究
実績については１枚、しかし「資料添付可」となっていたので、枚数制限はな
いのだからと、みかん箱１箱分の資料を提出日に持ち込みました。そして受付
で、「捨てても良いですからとりあえずこの箱も受け取ってください」とお願
いしました。
大学院では、企業、学校、福祉、公務員など多様な職業の人と机を並べ、い
ろいろな考え方を学びました。学位論文は、“登校拒否児童に対して養護教諭
の行なう指導・援助モデルの開発」で後にこの論文を基に、指導教授の国分康
孝先生と共著で「保健室からの登校―不登校児への支援モデル」を出版しまし
た。
不登校児は、保健室に入れるようになったら、学科の勉強しているようなふ
りをして実は人間関係の勉強をします。子どもと学級担任、子どもと友人など
です。その後、教室に移す時も担任とよく話し合い、勉強が遅れていると教室
に入りにくいのでその調整もします。教室に入ったら多少甘やかして、交換日
記や「休み時間、保健室に遊びに来て」といって見守ります。不登校を繰り返
す子どもは少ないですし、虐待やいじめの問題もこのモデルに沿って支援でき
ると思います。支援はチームワーク、つまり教職員間、保護者、専門機関との
連携が大切です。
大学院修了後、教頭に選ばれ、教頭を２校、校長を２校勤めて定年になり、
現在は女子大学家政学部の教授をしています。実は、３０代でがんを患うという
苦しい体験もしました。今こうしてあたり前に息をしていることはすごいこと
だな、と思います。こう思えるのも病気をしたお陰です。その時は、同居して
いた夫の母も病気がちでした。夫や子どもたち、家族が協力してくれたこと
で、私はやれてこれたと思います。
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美恵子さんのアイデンティティについて考えてみよう。
第１は、自分にもたらされた情報と機会を確実に活かすという、積極的な姿
勢であろう、中学を出て働きながら勉強、結婚、子育て、その間に自分の病気、
夫と自分の親の介護－多くの試練を持ち前の明るさで乗り切っている彼女の前
では、苦労も成長の糧に変わってしまう。自分ができることは精一杯やる、と
いうことの積み重ねが彼女を大きく成長させてきたのであろう。
第２は、定時制高校の同級生であった夫との強いきずなであろう。美恵子さ
ん自身の病気、子育て、親の介護が重なり、退職願を書いた彼女に「やめるな。
今までやってこれたのだから、これからもやれる」と夫は力強く励ましたとい
う。「２人の子どもからもエネルギーをもらったの」と彼女は言う。夜間大学
を出て高校教師になった夫との２人３脚はお互いを高め続け、道を開いて行っ
たと思われる。
次に、家族、同僚、友人、上司や指導教官との人間関係を温かく築く能力に
注目したい。夜間大学院の２年間、同級生であった筆者は、彼女が友人たちに
「すごいね」「よく頑張ったわね」と声をかけて励まし、そして、議論の場で
厳しく問い詰める同級生に対して「すみません。私不勉強なので教えてくださ
い」と頭を下げる姿を見てきた。
この姿勢こそが不登校児に心を開かせ、周囲をなごませ、小学校の父母たち
をひきつけたのだと思われる。
５．会社生活の振り返りアンケート
特定の人を対象とする質的アプローチとは別に、不特定多数の人を調査対象
とする数量的なアプローチも重要なものである。講演依頼があったり、研究会
や少人数の会合の場など行く先々で、「会社生活の振り返り」に関するアンケー
ト（３）を取らせてもらった。まだ６０代の男性の回答が３００人にしかなっていない
が、振り返ってみて自分の会社生活はどのようなものであったと考えている
か、という質問をした。
この１１の項目から３つだけ選んで○印をつけてもらったところ、「仕事の仲
間（同僚や得意先）に恵まれた」と「会社（職場）の雰囲気、（組織風土）が
よかった」「自分で判断したり、行動できたり、自由度が広がった」の３項目
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アンケート：会社生活の振り返り（６０代）
１．仕事を評価され、管理職や経営者に出世した
２．会社の知名度が高く、その会社の社員であることに誇りを持った
３．経営者や上司に恵まれた
４．仕事の仲間（同僚や得意先）に恵まれた
５．会社（職場）の雰囲気（組織風土）がよかった
６．会社の労働条件（賃金、労働時間）や福利厚生がよかった
７．困難な、あるいは大きな仕事に関与した（高層ビル建設、大きな受注、新商品
開発）
８．人事評価が公平で、納得できた
９．自分で判断したり、行動できたり、自由度が広がった
１０．自分が目をかけた部下、後輩や若年層が成長して活躍している
１１．その他
に回答が集中した。
日本の企業・職場では、仕事の仲間との人間関係、職場の雰囲気が職業人生
の価値（質）には大きな位置を占めている。その面において自分は恵まれてい
たと回答しているが、これはまた自身がそうした人間関係を良好に保つことに
意を注いできたということである。働きやすい環境を作るために周囲にも気を
配り、そうしたことに喜びを見出すというアイデンティティの持ち主が多いと
いうことでもある。厳しい出世競争を勝ち抜くことにやりがいを見いだすより
は、人との和を作り出すことに自分の行き方の特徴があったとしている。
職場の人間関係に次いで、「自分で判断したり、行動できたり、自由度が広
がった」ことに喜びを見つけていることは、職場で上司や同僚から自分の能力
や存在を認められ、信頼されていたということであろう。
これと類似する「困難な、あるいは大きな仕事に関与した（高層ビル建設、
大きな受注、新商品開発）」とういう問いにも、○印をつけた人がかなりいた。
職場の人間関係を大切にし、しかし、仕事にも力を発揮したいというサラリー
マン像が浮かび上がる。
「出世」「会社の知名度」「労働条件」「公平な人事評価」には、あまり○印
がつかなかった。成果に基づく人事評価の導入が進んでいるが、日本のサラ
リーマンはそうした動きにあまり左右されずに働いているということであろう
か。半年前までは、アメリカ的競争主義が評価される傾向があったが、それを
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反省する動きも出ている。人事制度や評価制度がこの数年揺れ動いてきたが、
働く人の意識や行動はそれほど変わっていないということであろう。日本のサ
ラリーマンのアイデンティティは、経営環境の変化にもかかわらず、どっしり
と根を下ろしているのかもしれない。
６．キャリア論を手がかりに考える
近年、雇用形態の多様化、リストラ、雇用の流動化やニート・フリーターの
増加などから、「キャリア開発」とか「キャリア形成支援」に関心が集まって、
国、学校、企業でさまざまな対応が検討、実施されている。
キャリアは、「経歴」「進路」「専門的職業」などの意味で使われているが、
この稿では、
「キャリアとは人生を構成する一連の出来事……人生の各ステージで担うこ
とを期待される、職業および人生のほかの「役割の連鎖」であり、個人の生涯
にわたって継続するもので、人間的成長や発達的要素を含んでいる」と定義す
ることとする。
「キャリア」は職業との結びつきが密接であり、前述したように職業選択
は、自分とは何かという自己概念を職業の中に具現化することと考えると、ア
イデンティティは生涯にわたるキャリア発達の中で生成・発展していくものと
いえる。
キャリア・ヒストリー、高齢者の「会社生活の振り返り」アンケートに続い
て、アイデンティティの研究に役立つと思われる２つの「キャリア形成理論」
を以下にまとめておく。
①心理学的構造理論……ホランド
「人間と環境の相互作用」を重視する心理学的構造理論の中で研究でも実践
でも広く使われているホランド（Holland. JL）の理論である。ホランドは、
個人のパーソナリティを６つに分類し、また職業生活の環境も同じ６類型に分
け、個人の行動はパーソナリティと環境の特徴との相互作用によって形成され
るので、個人は自分が能力を発揮し、価値観を実現し、かつ自分らしい役割や
課題をになうことができる環境を捜し求めるとした。そして、パーソナリティ
と職業の一致度が、個人の職業選択、仕事への適応性、より安定した高い職業
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的満足の獲得に影響すると考えた。
この理論は VPI職業興味検査（Vocational Preference Inventory）など各
種テストの開発に活用されており、わが国でもハローワークの進路相談などで
使われている。６つのパーソナリティのタイプは以下のとおりである。
●現実的タイプ
秩序的、組織的な作業を好み、スキルを伸ばし、実践的なキャリアを積んで
いく。
●研究的タイプ
好奇心が強く学術的で自立志向が強い。事象の観察、分析、創造的研究など
を好み、自分の意見を明確にもち表明する。
●芸術的タイプ
習慣にとらわれず、繊細で発想豊か。言語、音楽、美術、演劇などに関係す
る職業を好む
●社会的タイプ
社会的活動に熱心で、対人関係を大切にし、人を教育したり援助することを
好む。コミュニケーション能力が高く、社会活動に熱心。
●企業的タイプ
リーダーシップやマネジメント能力があり、組織の目標や経済的利益の追求
が得意。外交的、精力的、野心的。
●習慣的タイプ
データなどの情報を、秩序的、体系的に整理し、まとめる能力がある。責任
感があり、緻密で信頼される。
②キャリア・アンカー……シャイン
次は、どんな仕事に喜びを感じるか、どんな仕事にやりがいを持つかという
ことで、価値観や職業観と関係があり、エドガー・シャイン（Schein, E. H）
が「自覚された才能と動機と価値観の複合体」と要約した「キャリア・アン
カー」の概念である。
シャインは人生を船旅にたとえる。人はあちらこちらの港に立ち寄りながら
長い旅を続ける。ある港に錨（アンカー）を降ろしたときになぜかホットして
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心が休まるのを感じ、初めて来た港なのにどういうわけか懐かしい場所にいる
ような気がする。街のたたずまい、人々の様子、聞こえてくる生活の音や匂
い。それらが好ましいものに思える。ずっーとここに居たい。ここに来るため
に航海を続けてきたような気さえする。人には、そういう場所があるという。
それを「キャリア・アンカー（career anchor）」と名づけている。
キャリア・アンカーは長期的な職業生活における個人の拠り所であり、自分
のキャリア・アンカーを理解することによって、キャリア選択を有意義なもの
とし、生涯キャリア発達を促進することができる、というのである。
シャインは、キャリア・アンカーの要素として、才能、能力、動機、欲求、
価値、態度を考え、多数の人の面接調査によってアンカーを次の８種類に分類
した。
①専門コンピタンス
（technical functional competence）
販売、技術、経理など特定の分野で専門性を発揮することに働き甲斐を持
つ。
②経営管理コンピタンス
（general managerial competence）
課題達成に向けて集団の力を結集し、対人関係を処理し、周囲の期待に応
えてリーダーシップを発揮し、組織の階層（ピラミッド）を上がっていくこ
とに喜びを感じる。
③保障・安定
（security. stability）
雇用保障、年金など生活の安定を重視する。リスクをとって多くを得るよ
り、経済的安定を望む。組織への忠誠心や献身などが特徴的に見られる。
④起業家的創造性
（entrepreneurial creativity）
自分のアイディアで起業、創業することを選ぶ。新しいものを作り出した
り、リスクを恐れず、障害を乗り越える能力を発揮することに張り合いを持
つ。現実に起業していなくても、常に起業意識を持っている場合も含む。
⑤自律、独立、自由
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（autonomy independence）
組織の制度、規則や制約に縛られず、自分のやり方、自分のペース、自分
の裁量で自由に仕事を進めていくことを優先的に考える。自分自身が自由に
仕事を進めているという認識が持てればよい。
⑥ 奉仕、社会への貢献
（service/dedication to a cause）
障害者や老人への支援、暮らしやすい社会の実現、教育など仕事によって
人の役に立っている、社会にとって価値があるという課題に尽力することに
喜びを感じる。社会全体への貢献を求めることもあるので、所属している組
織に限定されない奉仕活動に情熱を注ぐこともある。
⑦ ライフスタイル
（life style）
個人や家族の要望、仕事と家庭その他の生活のバランスを大切にする。生
活や人生の全体性との調和を考え、そういう観点から仕事を考えようとす
る。この考え方は最近若者を中心に増加傾向にある。
⑧ チャレンジ
（pure challenge）
解決困難に見える問題の解決や強い相手に勝つことにやりがいを感じる。
誰もしたことがないこと、目新しさ、難しさ、競争に関心を持つ。ひとつの
挑戦課題を達成したら、さらに新たな挑戦を追い求め、挑戦していること、
挑戦し続けることに価値観を置く。
キャリア・アンカーは特定の職業に限定されるのではなく、どのような職業
にもマッチする部分があることを考慮しておきたい。社会貢献を目指す人は、
老人ホームや障害センターに勤めるだけでなく、企業の福祉部門に動きを見い
だすことができるし、チャレンジをアンカーとする人が企業の研究開発部門や
発展途上国で困難な状況と戦いながら生産工場の建設に従事することも含まれ
ている。
７．職業的発達段階と発達課題
次に発達課題について考えてみる。
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レビンソン（Levinson. D. J）は、人の発達段階を「人生の四季」にたとえ、
男性のライフ・サイクルを児童期と青年期（０～１７才）、成人前期（２２～４０
才）、中年期（４５～６０才）、老年期（６５才以上）に分け、各段階の境目にある５
年の過渡期…成人期への過渡期（１７～２２才）、中年期への過渡期（４０～４５才）、
老年期への過渡期（６０～６５才）を次の段階へ進む準備期間としている。
この過渡期は自分を振り返り、アイデンティティについて施策をめぐらす、
いわば「人生の踊場」である。
レビンソンのライフサイクルの場合、生涯にわたるアイデンティティの探求
や発達課題の存在と、移行期の重要性を示唆している。
スーパー（Super. D. E）は、キャリア発達と人間の発達を関連づけて、職
業的発達は生涯にわたって続き、変化すると述べている。
①成長段階（児童期、青年前期）
自己概念の形成と職業世界への関心
②模索段階（青年期、青年前期）
訓練と仕事へのエントリー
③確立段階（成人前期－４０代半ば）
キャリアの初期、職業的専門性を高める。
④維持段階（４０代半ばから退職まで）
確立した地位を維持し発展させる。
⑤下降段階（６５才以降）
退職後の新しいキャリアの開始。
レビンソンやスーパーを参考にしながら、日本的経営の現状を勘案しつつ職
業的発達段階と発達課題について筆者の考えをまとめてみると、次のようにな
る。
①児童期、青年前期（８～１８才）
自己概念の形成と職業教育（キャリア教育）による職業理解。
②就業準備期（入社前３～４年間、１５～２５才）
自己理解と職業理解。インターンシップやアルバイトによる啓発的体験。
進路選択やエントリーシートの書き方の学習。アイデンティティの模索と確
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立。
③新入社員期（入社後２～４年、２２～２８才）
仕事を覚え、職場の人間関係に適応する。教えられたことを、１人ででき
るようになる。
④社会人基礎確立期（新入社員の終了～３５才前後）
仕事をマスターし、後輩や新人の指導にあたれるようになる。専門性が確
立されて、小集団のリーダーになれるようになり、新しい分野へのチャレン
ジも始められる。アイデンティティが確立し、仕事や人生に自信が持ててく
る。とともに、アイデンティティの多様性や分散の危機も訪れる。
⑤社会人基盤充実期（３０～４０才）
専門性が深くなり、周囲の人々との信頼も高まり、職場での地位を確立す
る。職場でのリーダー的存在に成長する。４０才はユングのいう「人生の正
午」であり、これまでの自分を振り返るタイミングでもある。アイデンティ
ティの再検討と、基盤を強固にする時期である。
⑥中年前期（４０～５５才）
自分の職業上の専門性に自信を持ち、職場での地位が確立し、リーダーや
管理職に就く。心身ともに充実した時期で、自分らしい仕事の成果を残せ
る。アイデンティティと企業の論理の葛藤も生じやすい。
⑦中年中期（５０～６０才）
確立した専門性と地位の維持。一部の人は、経営者や特別の専門家（フェ
ローなど）の地位を得る。老年期を前にして、アイデンティティへの問い直
しが始まる。残された時間やエネルギーの有限性を自覚する。
⑧中年後期（５５～６５才）
退職後に備えての準備、アイデンティティの再体制化への取り組みを始め
る。妻、子ども、地域社会との新しい関係づくりを意識する。
⑨老年期（６５才以降）
「自分は何者であったのか」アイデンティティへの振り返りとアイデン
ティティへの意味づけをする。新しい人生や環境との相互作用により、アイ
デンティティが根本から考え直されることもある。死への準備を意識し始め
る。
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８．働き方、生き方をベースにしたアイデンティティ
次のどんな働き方、生き方をしたいかという価値基準…人生観、労働観につ
いて考えてみよう。
これに関しては、キャリア形成理論の中から、前述の VPI職業興味調査
（Vocational Preference Inventory）として、学校やハローワークの相談に広
く活用されているホランド（Holland. J. L）のパーソナリティと環境の相互作
用に関する理論およびシャイン（Shein. E. H）のキャリア・アンカーの理論
を参考にして、今日のサラリーマンのアイデンティティの分類に使いやすいよ
うに筆者が整理を試みた。人生観、労働観をベースにしたアイデンティティを
次の項目にまとめた。
①課題達成：発達課題や、与えられた職務上の任務を精一杯やる。成功体験
が自分を成長させてくれる。
②専門性：販売、生産、ITなど特定の分野で専門性を発揮し、周囲から信
頼される。
③マネジメント：課題達成に向けて、集団をまとめて力を結集し、リーダー
として組織の階層を昇進していくことに張り合いを持つ。
④バランスと調和：仕事と家庭、個人の趣味などにバランスよく時間とエネ
ルギーを割き、人間らしい生き方を求める。
⑤安全：倒産やリストラの危険の少ない道を選びリスクの少ない生き方をし
たい。常識を尊重する。
⑥人間関係：上司、部下、同僚との人間関係を重視し、周囲の人も働きやす
い雰囲気づくりを大切にする。
⑦起業：自分のアイデンティティや技術で起業、創業して、自分の力を試し
たい。
⑧マイペース：組織、規則、ルールに拘束されずに、周囲の眼をあまり気に
せず、マイペースで行動したい。
⑨社会貢献：障害者や老人等社会的弱者への支援、暮らしやすい社会の実
現、教育、ボランティア活動など、自分が社会の役に立っている、社会に
とって価値があるという課題に尽力することに喜びを感じる。
⑩挑戦：解決困難に見えることや誰もしたことがないことにチャレンジする
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＜アイデンティティ調査＞
価値観
発達段階
①課題
達成
②専門
性
③マネ
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ト
④バラ
ンスと
調和
⑤安全
⑥人間
関係
⑦起業
⑧マイ
ペース
⑨社会
貢献
⑩挑戦
①児童期、青年前期
②就職準備期
③新入社員期
④社会人基礎確立期
⑤社会人基盤充実期
⑥中年前期
⑦中年中期
⑧中年後期
⑨老年期
ことに喜びを感じる。また、社会の常識にとらわれず、自分の信念に基づ
いた生き方を選ぶ。
９．職業的発達段階と働き方・生き方の組み合わせでアイデンティティ
を考える。
職業的の発達段階を、タテ軸にとり、ヨコ軸に価値観をとって組み合わせて
アイデンティティ見ることとする。
筆者の場合は、会社の職務上の立場に応じて課題達成、専門性、マネジメン
ト、人間関係に印がつくが、もうひとつ社会貢献と挑戦に継続的には印がつ
く。「社会のために役立つことをしたい」ということと、「サラリーマンだって
いろいろなことがやれるはずだ、自分の可能性を追求したい」という意識が働
いていた、と思う。
政府の青年の船に応募したり、企業横断的で７０社１５０人におよぶ勉強会を４０
年も続けたり、夜間大学院に通学したり、会社員でありながら研究会や学会で
発表したり、著書を出したり、キャリア・コンサルタント養成の国家プロジェ
クトに参加したりした。上司をはじめ周囲に、目先のことだけでなく生涯を通
じて学ぶことへの理解があったことに感謝したい。
筆者は、自分のアイデンティティは「社会に役立つと思うことを、組織内お
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よび組織の枠を超えて推進すること」ではなかったか、と考えている。多様な
アイデンティティのなかには、職業と密接な関係を持つものと、職業とは別に
自分自身のなかに醸成されるものとがあり、それらのマネジメントが必要とさ
れるように思われる。
昨年１２月に、３０名の社会人に２日間、「サラリーマンとして生きるというこ
と」と題してアイデンティティについて講義をする機会を得た。その際に、２
日目に「アイデンティティ調査」の表に記入するワークショップを行ったとこ
ろ、「自分がたどってきた道がよく分かった」、「自分のアイデンティティに確
信が持てた」、「意外な一面を発見し、誇りを持った」など、この調査表が使え
るという感想をいただいた。引き続き研究を深めたいと思う。
１０．アイデンティティ確立の意義とキャリア教育の重要性
われわれにとって、アイデンティティの確立はどんな意義をもつのであろう
か。
第１は、自分の生き方の本質、軸を作ることによって自分らしさを磨き、自
分が生きているという存在感を持ち、周囲におもねることなく「自分は自分」
というゆるぎない自信を持てることであろう。
第２は、アイデンティティは他人との相互作用によって作られるから、自分
のアイデンティティを認めてもらうには、他人のアイデンティティも大切にし
なければならない。「自分と他人がWin Win」の関係にあることが前提であ
り、人間尊重の社会を作る基盤を強固にすることに役立つと思われる。
第３は、しっかりとした自分を確立できると、上司や周囲の情報や意見に簡
単には左右されなくなり、「あの人は、自分を持っている人だ」ということで、
信頼を受けるようになるということだ。職場で上司に一目置かれることは、サ
ラリーマン生活で大切なことである。
第４は、自分の人生は自分なりに作り上げていく基本的なコンセプトが描き
やすくなるということだ。グランドデザインを持つと、努力の方向が定めやす
い。それにより、志を同じくする友人が出来、進む道に必要な情報や機会に出
会うことが多くなる。
第５は、流行、外見、他人の言葉や目の前のことだけにまどわされることが
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少なくなり、長期的視点で自分らしさを貫きやすくなるということである。ま
た、所属する組織の枠を越えて広い視野で考えられるようになる。
では、サラリーマンのアイデンティティを現状に即して具体的に構築し、人
生の質（Quality of Life）を高めていくにはどういうことを考慮しておかなけ
ればならないだろうか。
青年期になると急速な身体的成長、性的成熟、「自我の分化」と「自分は何
者か」という自己概念の明確化への希求が強くなる。学校の教師、父母や物語
のヒーローと人物を「同一化」して考える段階から、自分自身を追求し、「自
我同一性の確立」が課題になってくる。社会的に見ても、進路や職業の選択、
自立、環境への適応など自己の行き方、働き方を問われ直すことになる。
このプロセスの中で孤独に耐えられなくなり、決定を人に任せたり、決定を
先に延ばしてモラトリアムに入ったり、意欲喪失やアパシー（無気力、無感動
な状態）の状態に陥ることも少なくない。
成人になってからも、社会経済のめまぐるしい変化の影響もあって離・転職
を続けたり、「何をしたいか分からない」から取りあえずパートやアルバイト
で食いつなぎ、ゆっくり考えたいという誘惑にかられたりする。
アイデンティティを確立できない「アイデンティティの危機（Identity cri-
sis）」は、２つのタイプに分かれる。
１つは、これまで本当の自分と直面・対決したことがないので、自分で考
え、自分の責任で選択・決定をしなければならない事態に対応できない「アイ
デンティティの混乱」が生じるタイプである。
もう１つは、すべてのことに可能性を残しておこうと、何かに焦点を当てて
積極的な関与をすることを避けるタイプであり、「アイデンティティの拡散」
と呼ばれる。
また、選択しようとする職業と現実との間に様々な原因によって矛盾や乖離
が生じることもある。そうした場合に、アイデンティティをしっかり持続しな
がら現状を何とかしのぎ、やがて本当の自分を回復するという努力も必要であ
る。
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（％）
とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない
日本 ８．４ ４４．１ ３７．７ ９．０
米国 ６１．１ ２７．９ ４．５ ３．１
中国 ４１．０ ４４．１ １０．５ ３．８
韓国 ５．６ ６３．４ ２５．５ ５．２
（％）
とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない
日本 ２３．１ ４２．７ ２５．５ ８．０
米国 ７．６ １４．０ １９．７ ５５．３
中国 ２．６ １０．１ ３４．１ ５２．７
韓国 ８．３ ３７．０ ４３．２ １１．１
ところで、学生や若いサラリーマンと接して、彼らの自己肯定感あるいは自
己効力感がかなり低下しているのではないかと感じることがある。若い時代は
自意識過剰な独善的なこともあっていいように思うが、大人たちの世代に比し
てそうした傾向が薄れて来ているように思われる。
（財）日本青少年研究所がまとめた高校生へのアンケート結果（４）は次のよう
である。
（問）私は人並みの能力がある。
（問）自分はダメな人間だと思う。
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（％）
とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない
日本 ２３．０ ４５．２ ２４．３ ２３．２
米国 １０．７ ３５．９ ２６．８ ２３．２
中国 １３．２ ４１．２ ３４．１ １０．９
韓国 １３．５ ５６．２ ２５．７ ４．３
（問）周りの意見に影響されるほうだ。
㈱日本生産性本部の新入社員の入社半年目の意識調査（５）によると、次のよう
である。
「上司から会社のためにはなるが、自分の良心に反する手段で仕事をするよ
うに指示されました。そのときあなたは…」という設問に対して２００６年－２００９
年の４年間で、「指示の通り行動する」が３５．７％→３６．９％→４０．３％→４２．２％と
増加を続けている。
また、「仕事の手順は細かく決めて欲しい」が４４．９→４９．９→５３．９→４８．０と５
割前後で推移している。
若者の行動に主体性や自主性が失われてきているように思われるが、若者の
成育背景も以下のように変化し、若者の意識という行動に大きな影響を及ぼし
ていることも考えなければならない。
・若者たちは、子どもの頃から親に目標（学校の成績や進学に関して）を与
えられて、学習塾に通うなど目標達成に向けて頑張ることを求められてお
り、自分で主体的に目標を設定することが少ない。
・仕事の手順が標準化され、マニュアルに基づいた教育がされており、それ
に従って行けばよいという習性がしみついている。学校や職場の評価も、
それに沿ったものになりやすい。
・情報を作り出したり、探して取りに行くことが少なく、既に存在する情報
の中から答を選ぶという探索パターンになっている。どこかに正解があ
り、それを見つけ出すことに目が向き、自分の頭で考えるというプロセス
が少なくなってきている。
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こうした状態を打開するには、１０代半ばから２０代前半にかけてのキャリア教
育―自分の生き方、働き方を思索し、アイデンティティを確立する作業がきわ
めて重要であろう。その時期を起点としてキャリア探求の日々が始められるの
ではないだろうか。
１１．アイデンティティのマネジメント
サラリーマン社会が日々不安定さを増してきている今日においては、「われ
われはどこからきたのか、われわれは何者なのか、われわれはどこへ行くの
か」を問い続けることは、人が人として生まれ、生きていくことの証である。
われわれは、４０年に及ぶサラリーマン人生の中で、時折立ち止まって自己のア
イデンティティの変遷を整理し、アイデンティティの統合をはかり、自分の成
長や状況に応じてアイデンティティの修正と再体制化を進める過程で、自分ら
しさとは何か、私は何なのかを思案する機会に出会うことになる。すなわち、
変化の時代に自分を保持していくために、われわれは、「アイデンティティの
マネジメント」という新しい課題に取り組まなければならないのだ、と思われ
る。そして、こうした思案の過程はサラリーマンを終えた後の人生を充実させ
るためにも必要なものであろう。
以 上
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ABSTRACT
Identity of business people
Shinji KIRIMURA
More than 85% of the working population in Japan consists of business
people employed by private enterprises or public agencies. What kind of
sense of value, fulfillment, and principles do they have in mind? In other
words, what kind of identity do they have?
Mr. Erikson advocated that developing a sense of identity is the important
subject in one’s youth. Nowadays a sense of identity is considered to be the
subject throughout one’s life. As we say “professional identity”, identity has
close relationship with one’s profession. How can we answer following ques-
tions?
− What kind of identity do we have during 20 years after our retirement?
− Dose identity change according to one’s career change?
Studying on the nature of identity, career history, consciousness survey of
senior people, and career theories and 10 stages of growth, I consider how is
identity developed, diversified, integrated, and re−established. A sense of
identity develops and changes throughout one’s life. In this article I attempt
to propose necessity for “identity management”.
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